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【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/62     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/28     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/62    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｅ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３１３　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０２Ｂ  27/28    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月23日(2010.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方向に透過的なディスプレイシステムであって、
　第１の側及び第２の側から偏光した画像を能動的に発する透過的なディスプレイと、
　該透過的なディスプレイの前記第１の側に設けられた偏光板であって、該偏光板に到達
する前記偏光した画像からの光を実質的に遮って、該偏光した画像が実質的に前記透過的
なディスプレイの前記第２の側からのみ見えるようになっている、偏光板と、
を具備し、
　前記偏光板の側にいる人は、前記偏光した画像を見ることなく当該一方向に透過的なデ
ィスプレイシステムを通して見るようになっており、前記透過的なディスプレイの側にい
る別の人は、前記偏光した画像を見るようになっている、
ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記偏光板が前記透過的なディスプレイの前記第１の側に取り付けられる、請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記透過的なディスプレイが偏光した光を発する透明な有機発光ダイオードディスプレ
イである、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記偏光板が偏光フィルムを含む、請求項１に記載のシステム。
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【請求項５】
　前記透過的なディスプレイが透明な有機発光ダイオードディスプレイであり、前記偏光
板が偏光フィルムを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記透過的なディスプレイと前記偏光板との間にある一方向可視フィルムをさらに具備
し、
　該一方向可視フィルムは、前記偏光板の側にいる人に対しては当該一方向に透過的なデ
ィスプレイシステムを通して見ることを可能にするが、前記透過的なディスプレイの側に
いる別の人に対しては当該一方向に透過的なディスプレイシステムを通して見ることがで
きないようにする、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記一方向可視フィルムが、前記透過的なディスプレイに面する明るい側と、前記偏光
板に面する暗い側と、を有する有孔フィルムを具備する、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　一方向に透過的なディスプレイシステムを提供する方法であって、
　透過的なディスプレイの第１の側及び第２の側から偏光した画像を能動的に発する段階
と、
　前記透過的なディスプレイの前記第１の側において偏光板を用いて、前記偏光した画像
からの光を遮って、該偏光した光が実質的に前記透過的なディスプレイの前記第２の側か
らのみ見えるようにする段階と、
を含み、
　前記偏光板の側にいる人は、前記偏光した画像を見ることなく当該一方向に透過的なデ
ィスプレイシステムを通して見るようになっており、前記透過的なディスプレイの側にい
る別の人は、前記偏光した画像を見るようになっている、
ことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記透過的なディスプレイが偏向した光を発する透明な有機発光ダイオードディスプレ
イである、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記偏光板が偏光フィルムを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記透過的なディスプレイが透明な有機発光ダイオードディスプレイであり、前記偏光
板が偏光フィルムを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記透過的なディスプレイと前記偏光板との間に一方向可視フィルムを配置することに
よって、一方向からのみ見えるようにする段階をさらに含み、
　前記一方向可視フィルムは、前記偏光板の側にいる人に対しては当該一方向に透過的な
ディスプレイシステムを通して見ることを可能にするが、前記透過的なディスプレイの側
にいる別の人に対しては当該一方向に透過的なディスプレイシステムを通して見ることが
できないようにする、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記一方向可視フィルムが、前記透過的なディスプレイに面する明るい側と前記偏光板
に面する暗い側とを有する有孔フィルムを備える、請求項１２に記載の方法。


	header
	written-amendment

